


3月
定例会

　
３
月
定
例
会
は
、
２
月
２６
日
か
ら
３
月
２６
日
ま
で
２９
日
間
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
２７
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
２６
年
度
の

補
正
予
算
や
条
例
制
定
、
議
員
提
出
議
案
な
ど
を
含
む
議
案
２５
件

を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

制
定
・
改
正
さ
れ
た
条
例

※均等割・平等割について低所得者には軽減措置（７割・５割・２割）あり。

＜主な国民健康保険税の改正内容＞　
医　療　分 後期高齢者支援分 介　護　分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割

資産割

均等割※

平等割※

特定世帯

特定継続世帯

限度額

７.１０

７.５０

２５，０００

２３，０００

１１，５００

１７，２５０

５１０，０００

８.２０

廃止

２６，０００

２５，０００

１２，５００

１８，７５０

５２０，０００

２.５０

１.５０

８，０００

７，０００

３，５００

５，２５０

１６０，０００

同左

廃止

同左

８，０００

４，０００

６，０００

１７０，０００

２.３０

１.５０

９，０００

６，０００

－

－

１４０，０００

同左

廃止

同左

同左

－

－

１６０，０００

（単位：％，円）

小
野
市
議
会
委
員
会
条
例
及
び
小
野
市

の
組
織
及
び
そ
の
事
務
分
掌
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
１
５
８
条
第
１
項
に
規

定
す
る
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
に
「
市

長
公
室
」
を
新
た
に
設
置
す
る
。
ま
た
、

小
野
市
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
所

管
事
項
に「
市

長
公
室
」
を

加
え
る
と
と

も
に
、
審
議

件
数
の
均
衡

を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
民

生
地
域
常
任

委
員
会
に
属

し
て
い
た
市

民
安
全
部
の

所
管
に
関
す

る
事
項
を
総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
事
項

と
す
る
。（
平
成

２７
年
４
月
１
日
施
行
）

小
野
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
、

国
に
お
け
る
行
政
が
行
う
処
分
や
行
政
指

導
な
ど
の
手
続
を
規
定
す
る
「
行
政
手
続

法
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
行
政
指
導
に
お

い
て
３
点
（
①
許
認
可
権
限
等
の
根
拠
の

明
示
、
②
行
政
指
導
の
中
止
の
求
め
、
③

行
政
指
導
・
処
分
等
の
求
め
）
の
手
続
が

追
加
さ
れ
た
。
改
正
法
が
平
成

２７
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
市
に

お
い
て
も
法
律
の
改
正
内
容
に
準
じ
て
小

野
市
行
政
手
続
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
。（
平
成

２７
年
４
月
１
日
施
行
）

小
野
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
福
祉
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
る
者
の

所
得
額
に
関
し
地
方
税
法
の
規
定
を
引
用

し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
地
方
税
法
の

改
正
に
伴
い
項
が
移
動
し
た
た
め
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
。（
対
象
及
び
内
容
に

つ
い
て
は
変
更
な
し
。）

﹇
公
布
の
日
か
ら
施
行
﹈

小
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
年
々
増
加
す
る
医
療
費
負
担
に
対
応
す

る
た
め
税
率
を
改
正
す
る
と
と
も
に
、
地

方
税
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
る
の
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
等
を
見

直
そ
う
と
す
る
も
の
。
一
方
で
、
資
産
割

に
つ
い
て
は
自
宅
な
ど
収
益
性
の
な
い
土

地
建
物
も
課
税
対
象
（
所
得
が
な
い
方
に

も
課
税
）
と
な
り
低
所
得
者
へ
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
市
町
村
国
保
の
広

域
化
を
見
据
え
た
環
境
整
備
等
の
た
め
廃

止
す
る
。
※
具
体
的
な
主
な
税
率
改
正
は

表
の
と
お
り
。

小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

２７

〜
２９
年
度
）
の
策
定
に
あ
わ
せ
て
平
成

２７

年
度
か
ら
平
成

２９
年
度
ま
で
の
第
１
号
被

保
険
者
の
保
険
料
率
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
。（
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
よ
り
１
号
被
保
険
者
の
負
担
率
の

２１
％

か
ら

２２
％
へ
の
引
き
上
げ
や
、
介
護
保
険

料
の
基
準
が
６
段
階
か
ら
９
段
階
へ
と
よ

り
細
や
か
な
設
定
へ
と
見
直
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
同
基
準
に
準
じ
て
改
正
す
る
と
と

も
に
、
所
得
の
高
い
被
保
険
者
に
対
す
る

市
独
自
の
基
準
率
を
設
定
）

　
ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
市

町
村
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
、
当
該
事
業
実
施
に
か
か
る
準

備
期
間
を
設
け
事
業
開
始
時
期
に
か
か
る

経
過
措
置
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
平
成

２７
年
４
月
１
日
施
行
）

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

小野市議会だより
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主

な

議

案

主

な

議

案

主

な

議

案

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

意
見
書
関
係

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
正
予
算
関
係
議
案

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

補
　
正
　
額

補
正
後
総
額

 
 

△
８
１
５
・
０
０
０
千
円
　

減
額

１
９
・
０
５
３
・
２
０
０
千
円
 
 

５
０
・
０
０
０
千
円
　

追
加

 

６
・
１
０
７
・
０
０
０
千
円
 
 
 

　
　
 

３
０
０
千
円
　

追
加

 

３
・
７
３
７
・
８
０
０
千
円
 
 
 

 
 
 
 
 

△
２
・
５
０
０
千
円
　

減
額

 

１
・
３
３
０
・
０
０
０
千
円
 
 
 
 

 
 
 

△
１
９
・
３
５
０
千
円
　

減
額

 

１
・
３
３
０
・
０
０
０
千
円
 
 
 

 

△
２
１
４
・
１
５
０
千
円
　

減
額

 

１
・
０
３
９
・
０
０
０
千
円
 
 
 

 
 
 
 

１
０
・
０
０
０
千
円
　

追
加

 

１
・
６
０
１
・
０
０
０
千
円
 
 
 

 
 
 

△
５
６
・
６
０
０
千
円
　

減
額

 

１
・
８
２
１
・
０
０
０
千
円
 
 
 

 

△
１
５
８
・
０
０
０
千
円
　

減
額

 

１
・
０
２
９
・
０
０
０
千
円
 
 
  

△
１
３
１
・
２
０
０
千
円
　

減
額

 

１
・
４
７
５
・
０
０
０
千
円
 
 
 

 
 
 

１
３
３
・
０
０
０
千
円
　

追
加

 

１
９
・
１
８
６
・
２
０
０
千
円
　
　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　平
成
２６
年
度
小
野
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　　平
成
２６
年
度
小
野
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出
　

資
本
的
支
出
　

　平
成
２６
年
度
小
野
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）　

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出
　

資
本
的
収
入

資
本
的
支
出

平
成
２６
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）　
　

　

小
野
市
農
業
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　
平
成

２７
年
４
月

１９
日
に
任
期
満
了
と
な

る
の
で
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
１２
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
４

人
を
学
識
経
験
者
と
し
て
議
会
が
推
薦
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
小
野
市
中
町
　
　
　
市
橋
　
　
薫
　
氏

　
小
野
市
下
来
住
町
　
藤
尾
　
淳
子
　
氏

　
小
野
市
王
子
町
　
　
柳
田
　
義
實
　
氏

　
小
野
市
住
吉
町
　
　
岸
本
　
富
生
　
氏

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

・
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策
を
求
め

　
る
意
見
書

・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療

　
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　
こ
の
意
見
書
３
件
は
、
採
決
の
結
果
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
意
見
書

を
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。
意
見

書
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
野
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
２６
年
度
小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

平
成
２６
年
度
小
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別

公
務
員
法
第
９
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

　
　
住
　
所
　
　
小
野
市
下
来
住
町

　
　
氏
　
名
　
　
浅
田
　
久
子
氏

損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
民
事
調
停
の
成

立
に
つ
い
て

　
損
害
賠
償
額
を
確
定
さ
せ
、
民
事
調
停

を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。

〈
民
事
調
停
条
項
骨
子
〉

　（
１
）
市
は
、
相
手
方
に
対
し
、
平
成

２５
年
８
月

２５
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
相
手
方
工
場
が
浸
水
し
、
相
手
方

の
機
械
、
商
品
等
が
浸
水
し
た
被
害
に
関

す
る
す
べ
て
の
損
害
賠
償
金
と
し
て
、
金

８
０
０
万
円
の
支
払
い
義
務
が
あ
る
こ
と

を
認
め
、
本
調
停
成
立
後
１
ヶ
月
以
内
に

支
払
う
。

　（
２
）
市
と
相
手
方
は
、
本
調
停
成
立

に
よ
り
、
本
件
集
中
豪
雨
に
関
す
る
相
手

方
の
被
害
に
つ
い
て
、
一
切
解
決
済
み
と

し
、
本
件
調
停
条
項
の
ほ
か
は
、
本
件
集

中
豪
雨
の
被
害
に
関
し
、
何
ら
の
債
権
債

務
の
な
い
こ
と
を
相
互
に
確
認
す
る
。

小
野
市
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
現
教
育
長
、
　
山
茂
氏
の
教
育
委
員
と

し
て
の
任
期
が
、
平
成

２７
年
３
月

３１
日
で

満
了
と
な
り
、
併
せ
て
、
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

２７
年

４
月
１
日
か
ら
の
小
野
市
教
育
長
と
し
て
 

 

　
山
茂
氏
を
任
命
し
た
い
の
で
、
改
正
後

の
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
第
４
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。

行
（
平
成

２７
年
４
月
１
日
）
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本

化
し
た
新
教
育
長
が
設
置
さ
れ
そ
の
身
分

が
一
般
職
か
ら
特
別
職
へ
と
変
更
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
関
係
条
例
（
職
員
定
数
、

特
別
職
の
給
与
、
特
別
職
報
酬
審
議
会
、

職
員
の
旅
費
等
）
の
整
理
を
行
お
う
と
す

る
も
の
。（
平
成

２７
年
４
月
１
日
施
行
）

委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
本
条
例
か
ら
教
育
委
員
長
及
び
社
会
教

育
委
員
を
削
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

小
野
市
社
会
教
育
委
員
の
定
数
及
び
任
期

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
総
合
教
育
会
議
が
設
置
さ
れ

教
育
を
行
う
た
め
の
諸
条
件
の
整
備
そ
の

他
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
、
学
術
及

び
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講

ず
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
教
育

委
員
会
で
の
審
議
事
項
と
内
容
が
重
複
す

る
た
め
廃
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

（
平
成

２７
年
４
月
１
日
施
行
）

小
野
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　
平
成

２７
年
３
月

２５
日
で
任
期
満
了
す
る

松
永
美
由
紀
氏
の
後
任
と
し
て
、
新
た
に

公
平
委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
た
め
地
方

3

小野市議会だより



　
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
子
ど

も
・
子
育
て
、
教
育
環
境
の
充
実
、
元
気

で
美
し
い
都
市
の
創
造
、
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
追
求
に
重
点
を
置
い
た
、
平
成

２７
年
度
当
初
予
算
が
上
程
さ
れ
、
予
算
特

別
委
員
会
で
の
付
託
審
査
を
経
て
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

内　　　容 担当課 補正額 補正後

（単位：千円）

自治会役員女性参画推進事業経費
　自治会での継続的な女性役員の登用を支援。（補正後予算：２３自治会分）

市民安全部
（ヒューマンライフグループ）

社会福祉課

市民課

高齢介護課

社会福祉課

健康課

観光課

財政課

５００

１１，８００

４５，０００

２，２２５

２０，０００

４，６５２

２３，３４４

５５，２２０

４，０００

６４２，０９２

４９０，３０５

５６４，３０４

３１３，０１７

５５０，５５２

２３，３４４

１，６４８,３２３

障害者等自律支援給付費
　障害者等の医療費、福祉サービス費の増に伴う増額。

国民健康保健特別会計繰出金
　医療給付費の増加に伴う繰出金などを追加措置。

介護保険特別会計繰出金
　介護認定に係るシステム等経費、審査経費の増に伴う増額。

生活保護措置経費
　生活保護受給者の入院件数、入院費用の増に伴う増額。

道路空間利活用案内板整備事業
　市境等に案内看板を設置し、PR・イメージアップを図る。

長期債償還元金
　市債残高抑制のため、残高の一部を繰上償還。

総合政策部 １０,０００ １０,０００
地方版総合戦略等策定経費
　地方人口ビジョン、地方版総合戦略を策定

総合政策部
市民サービス課

市民安全部
健康課

４０,０００ ４０,０００

地方創生先行型事業推進経費
　定住促進・コミュニティ支援・少子化対策・女性活躍支援等を実施
　　　住むならおの推進事業委託料
　　　地域活動拠点づくり事業補助金（前倒し）
　　　自治会役員女性参画推進補助金（前倒し）
　　　特定不妊・不育症治療費助成（前倒し）

産業課 ７５，０００ ７５,０００

消費喚起事業経費
　プレミアム商品券（プレミアム分：上乗せ２０％）の発行委託等
　発行総額：３億６，０００万円　発行冊数：３万冊
　対象者：市内在住者　　　利用可能店舗：市内取扱登録店舗

北播磨総合医療センター企業団負担金
　小野、三木両市で総額１３億円を支援。負担経費の精査による増額。

会　計　別

合　　　計

平成27年度

特

別

会

計

企

業

会

計

一 　 般 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

介  護  保  険

後 期 高 齢 者 医 療

 小　　計 　

都 市 開 発 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

 小　　計 　

１９，２７０，０００

６，７４５，０００

３，６５０，０００

４９１，０００

１０，８８６，０００

４８，３００

１，９３５，０００

３，４２６，０００

５，４０９，３００

３５，５６５，３００

（単位：千円）

一般会計補正予算の主な内容一般会計補正予算の主な内容一般会計補正予算の主な内容
 今回の補正では、道路空間を活用した市境等での案内板整備経費を措置し、市債の繰上償還に
要する経費などを増額する一方で、各一部事務組合負担金、人件費などの決算見込みによる減
額補正を行うもの。また、国の経済対策補正に伴い実施する地方創生関連経費とプレミアム付
き商品券の発行費用等を補正しようとするもの。

◆ 平成 26 年度一般会計 3 月補正予算概要 ◆

小野市議会だより

4



一
般
質
問
発
言
者

河
島
三
奈
議
員

・
小
野
市
に
お
け
る
安
全
・
安
心
へ
の
取
組
に
つ
い
て
 

・
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ
い
て

　
坂
純
子
議
員

・
小
野
市
消
防
団
女
性
分
団（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
１
１
９
） 
 

　
に
つ
い
て

・
健
康
づ
く
り
と
小
野
市
総
合
体
育
館
ア
ル
ゴ
の
活

　
用
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
号
　
平
成

２７
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予

　
算
に
つ
い
て

小
林
千
津
子
議
員

・
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

・
男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

山
本
悟
朗
議
員

・
小
野
南
中
学
校
の
校
舎
大
規
模
改
修
に
つ
い
て

・
生
徒
の
個
性
を
生
か
す
中
学
校
教
育
の
あ
り
方
に

　
つ
い
て

・
議
案
第
１
号
　
平
成

２７
年
度
小
野
市
一
般
会
計
予

　
算
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て

・
公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て

・
小
野
市
の
資
金
運
用
と
公
金
等
の
管
理
に
つ
い
て

松
井
精
史
議
員

・
小
野
長
寿
の
郷
（
仮
称
）
構
想
に
お
け
る
福
祉
拠

　
点
先
行
整
備
事
業
等
に
つ
い
て

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に

　
つ
い
て

・
今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

藤
原
　
章
議
員

・
連
携
中
枢
都
市
圏
制
度
に
つ
い
て

・
増
額
し
た
地
方
消
費
税
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て

・
小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
施
行
後
の
動

　
向
に
つ
い
て

・
議
案
第

１７
号
　
小
野
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

岡
嶋
正
昭
議
員

・
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
水
道
管
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
実
施
の
成
果

　
と
今
後
の
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

前
田
光
教
議
員

・
小
野
市
の
広
聴
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
展
望
に
つ
い
て

・
も
っ
と
も
っ
と
小
野
を
変
え
る
取
組
に
つ
い
て

竹
内
　
修
議
員

・
障
害
者
の
支
援
に
つ
い
て

平成27年

3月定例会
平成27年

3月定例会
平成27年

3月定例会
平成27年

3月定例会

(一般質問は発言した議員が編集しました)

市議会HP内の「ビデオライブラリ」からも、
議会の様子をご覧いただけます。

HPアドレス：http://www.ono-sigikai.jp/

一
般
質
問
発
言
者

一
般
質
問
発
言
者

（入所式：今日から「もも組」（年中）たのしみだ！ 中央保育所）
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河
島
三
奈
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

 
坂
純
子
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
野
市
に
お
け
る
安
全
安
心
へ
の

取
組
に
つ
い
て

 

質
問
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
計
画
に
つ

い
て

 

答
弁
　
現
在
、
社
警
察
署
か
ら
防
犯
上

最
も
有
効
視
さ
れ
る
箇
所
へ
の
設
置
要
請

を
受
け

１４
箇
所
、

１５
台
の
設
置
を
順
次
進

め
て
い
る
。
来
年
度
も
警
察
か
ら
の
追
加

要
請
な
ど
防
犯
上
、
設
置
が
有
効
と
考
え

ら
れ
る
箇
所
に
市
設
置
・
管
理
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
地

域
に
お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
か
か
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
防
犯
カ

メ
ラ
の
運
用
ル
ー
ル
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
当
局
）

 

質
問
　「
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー
」
の
活
用

内
容
に
つ
い
て

 

答
弁
　
小
野
交
通
安
全
協
会
、
小
野
防

犯
協
会
等
を
安
全
安
心
セ
ン
タ
ー
内
に
配

置
し
、
業
務
を
一
本
化
す
る
こ
と
で
更
に

官
民
一
体
と
な
っ
た
地
域
の
安
心
安
全
を

守
る
体
制
の
充
実
が
図
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
当
局
）

 
 

　
 

質
問
　
小
野
警
視
派
出
所
の
移
転
に
よ

る
交
番
機
能
は
ど
う
な
る
か
。

 

答
弁
　
場
所
は
神
戸
電
鉄
小
野
駅
の
西

側
に
移
転
し
、
新
交
番
と
し
て
設
置
す
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
長
）

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ
い
て

 

質
問
　
部
活
動
の
選
択
肢
を
増
や
す
観

点
か
ら
の
自
由
学
区
に
つ
い
て

 

答
弁
　
生
徒
の
部
活
動
の
選
択
肢
を
増

や
す
と
い
う
点
で
は
理
想
的
で
あ
る
が
、

現
在
の
下
校
時
間
は
生
徒
の
通
学
の
安
全

を
考
慮
し
、
夏
季
に
は
午
後
６
時
、
冬
季

は
日
没
が
早
く
な
る
た
め
午
後
４
時
半
に

な
っ
て
お
り
、
自
由
学
区
と
し
て
考
え
る

と
生
徒
の
他
学
校
へ
の
移
動
時
間
が
と
れ

ず
実
質
的
な
部
活
動
の
時
間
が
期
待
で
き

な
い
。
加
え
て
各
学
校
で
は
放
課
後
に
ク

ラ
ス
行
事
な
ど
が
予
定
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
く
、
部
活
動
以
外
の
学
校
活
動
が

制
約
さ
れ
る
弊
害
が
起
こ
る
事
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
教
育
長
）

小
野
市
消
防
団
女
性
分
団
（
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
ズ
１
１
９
）
に
つ
い
て

 

質
問
　
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
1
1
9
は
、

北
播
磨
地
域
で
初
の
女
性
消
防
団
と
し
て

発
足
し
今
年
で
１４
年
が
経
過
し
た
。
高

齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
な
ど
女
性
な
ら
で

は
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
民
の
認

知
度
が
低
い
。
運
動
会
や
新
年
交
歓
会
な

ど
と
い
っ
た
場
所
で
の
見
せ
る
啓
発
活
動

な
ど
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

答
弁
　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
女

性
分
団
が
企
画
構
成
し
た
消
防
団
の
広
報

誌
を
年
１
回
作
成
す
る
予
定
。
全
戸
配
布

し
て
よ
り
親
し
み
の
あ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

 

質
問
　
近
年
は
防
災
に
対
し
、
避
難
所

の
あ
り
方
や
心
の
ケ
ア
な
ど
、
細
か
い
部

分
に
女
性
の
進
出
が
不
可
欠
。
女
性
分
団

員
の
数
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

 

答
弁
　
女
性
分
団
が
積
極
的
に
活
動
し

て
い
る
成
果
を
聞
き
、
今
後
前
向
き
に
検

討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
 （

市
長
）

健
康
づ
く
り
と
小
野
市
総
合
体
育

館
ア
ル
ゴ
活
用
に
つ
い
て
　

 

質
問
　
プ
ー
ル
は
全
身
運
動
が
可
能
で

水
の
浮
力
を
利
用
す
る
事
か
ら
、
高
齢
者

が
楽
し
く
歩
く
健
康
づ
く
り
と
し
て
福
祉

と
の
コ
ラ
ボ
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

 

答
弁
　
平
成

２５
年
度
利
用
者
数
は
、
８

万
１
千
人
を
超
え
、
収
入
面
で
も
、
八
千

五
百
万
円
を
得
る
な
ど
、
活
況
を
呈
し
て

い
る
。
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
水
中
散

歩
コ
ー
ス
」
を
週
三
回
開
設
し
て
い
る
。
福

祉
と
の
コ
ラ
ボ
は
経
費
面
で
の
課
題
が
あ
る

た
め
む
ず
か
し
い
と
考
え
る
。（
市
当
局
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
経
費

に
つ
い
て
　

 

答
弁
　
平
成

２７
年
度
の
学
童
保
育
の
人

数
が
３
５
０
人
と
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

大
半
が
指
導
員
の
人
件
費
。
小
野
小
学
校

「
の
び
の
び
ク
ラ
ブ
」
が

７５
人
と
見
込
ま

れ
る
た
め
２
ク
ラ
ス
５
人
体
制
に
す
る
。

（
市
当
局
）
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小
林
千
津
子
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

安
全
安
心
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

 

質
問
　
現
在
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る

「
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
事
業
」
と
「
防

犯
灯
倍
増
５
０
０
０
作
戦
」
に
関
し
て
、

市
街
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
と
山
あ
い
の

地
域
と
で
は
地
域
間
格
差
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
が
、
設
置
基
準
と
現
在
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

 

答
弁
　
自
治
会
管
理
さ
れ
て
い
る
２
０

７
２
灯
の
内
、
３
４
７
灯
、
約

１７
％
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
に
移
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
犯
灯

倍
増
作
戦
で
は

２６
年
度
か
ら

３０
年
度
ま
で

の
５
か
年
計
画
で
行
い
、
設
置
か
ら
維
持

管
理
ま
で
市
が
行
い
ま
す
。
本
年
度
は
設

置
目
標
６
０
０
灯
の

１.３
倍
と
な
る
７
６
８

灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

２７
年
度
以
降
も

自
治
会
か
ら
の
要
望
を
十
分
反
映
し
計
画

的
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
市
当
局
）

男
女
共
同
参
画
推
進
に
つ
い
て

 

質
問
　
男
女
共
同
参
画
に
対
し
て
の
市

民
の
意
識
に
つ
い
て

 

答
弁
　
全
国
的
に
見
て
も
ま
だ
ま
だ
男

性
が
優
遇
さ
れ
、
男
女
平
等
に
つ
い
て
隔

た
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、

今
後
と
も
男
女
共
同
参
画
推
進
の
啓
発
を

し
続
け
る
こ
と
、
多
様
性
や
個
を
尊
重
す

る
考
え
が
大
切
で
す
。
男
女
共
同
参
画
に

対
す
る
市
民
意
識
は
日
々
着
実
に
進
歩
し

て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
 （

市
当
局
）

 

質
問
　
自
治
会
役
員
へ
の
女
性
登
用
の

進
捗
状
況
と
女
性
役
員
と
な
ら
れ
た
方

の
感
想
、
現
場
の
声
に
つ
い
て

 

答
弁
　

８９
自
治
会
中
、

２３
自
治
会
に
お

い
て
参
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
場
の
声

と
し
て
、
女
性
役
員
か
ら
は
「
自
治
会
の

こ
と
は
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
男
性
の

大
変
さ
が
わ
か
っ
た
」、「
役
員
は
男
性
が

す
る
意
識
が
強
か
っ
た
が
意
識
の
変
化
を

感
じ
て
い
る
」
等
前
向
き
な
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
役
員
か
ら
は
「
思

い
つ
か
な
い
発
想
が
女
性
役
員
か
ら
あ
り
、

何
十
年
と
続
い
て
き
た
こ
と
を
変
え
た
」、

「
女
性
も
勇
気
を
出
し
、
引
き
受
け
て
ほ

し
い
」
等
、
男
女
が
平
等
な
立
場
で
責
任

を
分
か
ち
合
え
る
自
治
会
に
理
解
を
示
し

た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
　
　（
市
当
局
）

山
本
悟
朗
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
野
南
中
学
校
の
大
規
模
改
修
に

つ
い
て

 

質
問
　
小
野
南
中
学
校
の
改
修
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

 

答
弁
　
小
野
南
中
学
校
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
九
年
に
設
計
を
お
こ
な
い
、

平
成
三
〇
年
よ
り
、
３
ケ
年
を
か
け
て
、

工
事
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
建
物
は
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、

建
物
の
枠
は
残
し
た
上
で
、
よ
り
勉
学

に
励
め
る
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

生
徒
の
個
性
を
生
か
す
中
学
校
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

 

質
問
　『
自
分
に
自
信
が
持
て
る
子
供
を

育
て
る
』
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
学
教
育

の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

 

答
弁
　
教
科
の
理
解
不
足
は
生
徒
の
勉

強
嫌
い
を
招
き
、
ひ
い
て
は
生
徒
が
自
信

を
失
う
大
き
な
要
因
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
の
加
配
を
積
極
的

に
進
め
、
個
々
の
生
徒
の
学
習
進
度
に
応

じ
た
教
科
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
、
小
中
一
貫
校
の
さ
ら
な
る
推
進

に
よ
り
、
早
い
段
階
か
ら
、
教
科
担
任

制
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、「
多
く
の

教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
生
徒
の
特

性
に
つ
い
て
観
察
す
る
と
と
も
に
、
生

徒
の
特
性
を
共
有
す
る
こ
と
が
進
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、

な
に
か
一
つ
で
も
「
自
分
に
は
コ
レ
が

あ
る
」「
自
分
は
こ
れ
が
で
き
る
」
と
い

う
思
い
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
持
て
る

教
育
を
推
進
し
ま
す
。
 
 

　（
教
育
長
）
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松
井
精
史
議
員

改
革
ク
ラ
ブ

小
野
長
寿
の
郷
（
仮
称
）
構
想
に

お
け
る
福
祉
拠
点
先
行
整
備
事
業

等
に
つ
い
て

 

質
問
　
事
業
提
案
の
募
集
状
況
等
に
つ

い
て

 

答
弁
　
兵
庫
県
が
福
祉
拠
点
先
行
整
備

区
域
と
し
て
、
民
間
事
業
者
か
ら
事
業
提

案
を
求
め
た
募
集
は
、
２
者
か
ら
の
提
案

が
受
付
さ
れ
、
２
月

１７
日
に
、
行
政
関
係

者
、
大
学
教
授
、
医
療
関
係
者
な
ど
７
人

で
構
成
さ
れ
た
「
事
業
提
案
審
査
委
員
会
」

が
開
催
さ
れ
、
２
次
審
査
が
終
了
し
て
い

ま
す
。
事
業
者
の
決
定
は
、
３
月
中
旬
頃

に
県
か
ら
発
表
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
当
局
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

 

質
問
　「
小
野
市
版
総
合
戦
略
」
策
定
の

進
め
方
に
つ
い
て

 

答
弁
　
こ
れ
ま
で
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
「
住
む
な
ら
や
っ
ぱ
り
お
の
」
の
深
化
、

つ
ま
り
は
、
自
治
体
間
競
争
を
高
め
、
新

 
 

 
 

た
な
取
り
組
む
べ
き
施
策
を
盛
り
込
み
、

時
代
の
潮
流
に
合
致
し
た
「
小
野
市
流
の

総
合
戦
略
」
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

 

質
問
　
担
い
手
等
へ
の
農
地
集
積
状
況

に
つ
い
て

 

答
弁
　
市
全
体
の
農
地
面
積
２
・
１
２

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
約
４
５
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
約

２１
％
が
集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
担
い
手
は
、
認
定
農
業
者
、
集
落

営
農
組
織
、
地
域
の
中
心
農
業
者
で
す
。

　（
市
当
局
）

 

質
問
　
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

 

答
弁
　
①
貸
し
手
は
、
安
心
し
て
農
地

を
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
②
借
り
手

は
、
機
構
か
ら
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
長
期

間
借
り
受
け
ら
れ
る
。
③
集
積
に
協
力
す

れ
ば
、
３
種
類
の
機
構
集
積
交
付
金
（
地

域
集
積
交
付
金
、
経
営
転
換
協
力
金
、
耕

作
者
集
積
協
力
金
）
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 

（
市
当
局
）

山
中
修
己
議
員

市
民
ク
ラ
ブ
　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

 

質
問
　
平
成
２７
年
４
月
か
ら
の
介
護
保

険
制
度
改
定
に
つ
い
て
問
う

 

答
弁
　

６５
歳
以
上
の
一
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
、
小
野
市
介
護

保
険
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
将
来
推
計
、

サ
ー
ビ
ス
の
将
来
見
込
量
、
施
設
整
備
計

画
等
を
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
現
行
５
１

０
０
円
を
５
３
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
改

定
案
を
今
期
定
例
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料
の

賦
課
を
行
う
た
め
、
市
独
自
基
準
を
含
め
、

市
民
税
課
税
額
に
応
じ
、

１１
段
階
の
設
定

を
し
て
お
り
、
低
所
得
者
層
に
つ
い
て
は

平
成

２９
年
４
月
か
ら
、
さ
ら
に
引
下
げ
る

予
定
で
す
。
今
回
の
積
算
で
は
５
７
０
０

円
と
な
っ
た
が
、
政
府
に
よ
る
介
護
報
酬

引
き
下
げ
で
２
１
５
円
、
介
護
保
険
給
付

費
準
備
基
金
の
取
崩
し
で
１
８
５
円
を
見

込
み
５
３
０
０
円
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
広
報
は
H
P
、
介
護
保
険
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
全
戸
配
布
で
詳
し
く
説
明
し

ま
す
。
　（
市
当
局
）

公
用
車
の
管
理
に
つ
い
て

 

答
弁
　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
が

所
有
す
る
車
両
は
、
平
成

２５
年
度
末
で
１

３
６
台
で
す
。
内
用
途
が
限
定
さ
れ
ず
、

実
質
庁
内
で
通
常
業
務
で
利
用
し
て
い
る

台
数
は

４７
台
で
す
。
日
常
管
理
は
各
所
管

課
が
行
い
、
使
用
頻
度
は
１
日
１
回
以
上

利
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の

４７
台
に
つ
い
て

は
各
所
管
の
必
要
台
数
を
見
極
め
な
が
ら
、

共
通
管
理
車
両
化
へ
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
市
当
局
）

小
野
市
の
資
金
運
用
と
公
金
の
管

理
に
つ
い
て

 

答
弁
　
市
の
資
金
運
用
は
法
律
で
「
確

実
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
債
権
及
び

預
金
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

７５
件
あ
る
準

公
金
の
管
理
に
つ
い
て
も
、
毎
月
末
に
複

数
人
で
確
認
し
て
い
ま
す
。
　（
市
当
局
）
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藤
原
　
章
議
員

共
産
党

増
額
し
た
地
方
消
費
税
交
付
金
の

使
途
に
つ
い
て

 

質
問
　
消
費
税
が
８
％
に
な
っ
て
、
地

方
消
費
税
交
付
金
の
増
額
は
い
く
ら
か
。

 

答
弁
　

２６
年
度
は
約
６
千
万
円
、

２７
年

度
は
３
億
３
千
万
円
増
額
。
　（
市
当
局
）

 

質
問
　
増
加
配
分
さ
れ
る
地
方
消
費
税

交
付
金
は
社
会
保
障
に
充
て
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
小
野
市
で
は
ど
う
か
。

 

答
弁
　
社
会
保
障
関
係
費
で
、

２６
年
度

は
約
３
・
１
億
円
、

２７
年
度
は
約
４
・
６

億
円
増
加
し
て
お
り
、
地
方
消
費
税
増
額

分
は
社
会
保
障
に
充
当
し
て
い
る
。

（
市
当
局
）

 

質
問
　
国
保
会
計
へ
の
繰
入
金
を
増
額

す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

 

答
弁
　
他
の
社
会
保
障
費
で
も
地
方
消

費
税
増
額
分
は
不
足
し
て
お
り
、
国
保
会

計
へ
の
繰
入
増
加
は
難
し
い
。（
市
当
局
）

福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
施
行

後
の
動
向
に
つ
い
て

 

質
問
　
条
例
施
行
後
の
動
向
を
問
う
。

 

答
弁
　
本
年
２
月
末
で
、
条
例
施
行
前

と
比
べ
る
と
、
生
活
保
護
受
給
者
は

１３
世

帯
・

１８
人
増
加
し
た
。
条
例
施
行
後
の
市

民
等
か
ら
の
情
報
提
供
は
、
要
保
護
者
が

４
件
、
不
正
受
給
が
４
件
、
不
適
切
な
費

消
が
１
件
、
非
受
給
者
に
関
す
る
も
の
が

７
件
で
、
合
計

１６
件
。
 
 

（
市
当
局
）

 

質
問
　
大
き
な
議
論
に
な
っ
た
パ
チ
ン

コ
等
の
「
不
適
切
な
費
消
」
の
情
報
は
１

件
し
か
な
い
。
情
報
提
供
は
「
要
保
護
者
」

に
限
定
す
る
よ
う
条
例
改
正
を
求
め
る
。

 

答
弁
　
生
活
保
護
の
不
正
が
過
去
最
高

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
条
例
が
不
正
や

浪
費
を
予
防
す
る
意
味
は
大
き
い
。「
当

り
前
の
事
」
を
決
め
た
条
例
だ
。
改
正
・

廃
止
は
考
え
て
い
な
い
。
　
 

　（
市
長
）

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
に
つ
い
て

 

質
問
　
介
護
保
険
料
は
高
齢
者
の
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
国
に
意
見
を
言

う
べ
き
だ
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

を
検
討
す
べ
き
時
期
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

答
弁
　
全
国
市
長
会
な
ど
で
意
見
を
言

い
た
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は
政

府
が
「
不
適
切
」
と
し
て
お
り
、
高
齢
者

の
気
持
は
解
る
が
考
え
に
く
い
。（
市
長
）

岡
嶋
正
昭
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
維
持
管
理

に
つ
い
て

 

質
問
　
遊
具
の
整
備
点
検
に
つ
い
て
問
う

 

答
弁
　
小
野
市
都
市
施
設
管
理
協
会
を
指

定
管
理
者
と
し
て
職
員
四
名
が
公
園
の
運

営
、
植
栽
の
管
理
、
遊
具
の
整
備
点
検
を

行
っ
て
い
る
。
遊
具
の
整
備
点
検
は
、
目

視
に
よ
り
異
常
が
な
い
か
毎
朝
確
認
。
ま

た
市
と
協
会
は
、
月
に
一
度
目
視
、
触
診
、

聴
診
等
に
よ
り
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
大
型
遊
具
「
海
賊
船
パ
ニ
ッ
ク
ワ
ー

ル
ド
」
は
、
専
門
業
者
に
保
守
点
検
を
委

託
し
、
安
全
・
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
管
理
し
て
い
る
。
 
 
 
 

（
市
当
局
）

 

質
問
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
弁
　
新
年
度
、
駐
車
場
不
足
の
解
消
、

「
道
の
オ
ア
シ
ス
」
機
能
の
拡
充
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
施
設
の
整
備
、
観
光
拠
点
の
整
備
、

特
産
品
等
販
売
施
設
の
増
設
等
、
公
園
内

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
公
園
前
農
地
の
拡
充

等
を
含
め
、
基
本
構
想
を
策
定
し
、
北
播

磨
の
シ
ン
ボ
ル
公
園
を
目
指
す
。（
市
当
局
）

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ

ィ
実
施
の
成
果
と
今
後
の
高
齢
者

対
策
に
つ
い
て
　
　
　
　

 

質
問
　
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
の

成
果
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
弁
　
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ

ィ
は
十
五
回
目
を
迎
え
、
毎
年
約
二
百
名

の
参
加
が
あ
る
。「
自
分
の
再
発
見
と
新
た

な
出
会
い
を
求
め
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
を

掲
げ
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
第
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
の
契
機
と
し
て
実
施
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
の
成
果
も
踏
ま
え
、
今
後
も

継
続
し
て
実
施
す
る
。
 
 

（
市
当
局
）

 
質
問
　
今
後
の
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

 

答
弁
　
新
年
度
か
ら
、
シ
ニ
ア
世
帯
の
自

主
活
動
を
支
援
す
る
「
生
き
が
い
づ
く
り

支
援
制
度
」、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
能
力
・

技
能
を
生
か
し
、
地
域
社
会
の
問
題
解
決

を
支
援
す
る
「
地
域
活
動
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー

ト
モ
デ
ル
事
業
」
の
二
つ
の
新
規
事
業
に

取
り
組
む
。

　
ま
た
、「
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
化
社
会
に
即
し
た
施
策
を
推
進
し
て

い
く
。
 
 
 
 
 

　（
市
当
局
・
市
長
）
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竹
内
　
修
議
員

公
明
党
　

前
田
光
教
議
員

市
民
ク
ラ
ブ

小
野
市
の
広
聴
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

 

質
問
　
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
遷
、
更
な
る

広
聴
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
弁
　
累
計
約
１
３
・
４
０
０
件
の
御

意
見
を
頂
き
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ゴ
ミ
（
不

法
投
棄
含
む
）
の
要
望
・
御
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
回
答
の
際
に
は
、
協

働
と
参
画
、
市
民
の
意
識
改
革
を
促
す
内

容
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
新
年
度
か
ら
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活

用
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
新
た
な
意
見

の
集
約
に
努
め
る
。
　
　
 

　（
市
当
局
）

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
展
望
に

つ
い
て

 

質
問
　
小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
意

見
及
び
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

 

答
弁
　
１
・
５
０
０
名
を
超
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
協
力
頂
き
感

謝
し
て
い
る
。
ま
た
、
運
営
体
制
、
情
報

伝
達
、
調
整
の
不
備
等
、
御
意
見
を
頂
き
、

主
体
は
実
行
委
員
会
で
あ
る
が
、
次
回
大

会
に
反
映
し
て
い
く
。
元
気
な
市
民
、
誇

り
高
き
地
域
力
で
、
冠
た
る
北
播
の
祭
り

と
深
化
し
た
小
野
ま
つ
り
同
様
に
、
特
色

あ
る
飛
び
抜
け
た
存
在
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

（
市
当
局
・
市
長
）

も
っ
と
も
っ
と
小
野
を
変
え
る
取

組
に
つ
い
て
　

 

答
弁
　
「
住
む
な
ら
！
や
っ
ぱ
り
お
の
」

の
実
現
を
目
指
し
、
子
育
て
支
援
に
重
点

を
置
き
つ
つ
、
高
齢
者
政
策
へ
の
転
換
を

通
じ
て
、
元
気
な
高
齢
者
の
方
々
の
生
き

が
い
を
創
出
し
、「
生
涯
現
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、「
生
き
が
い
づ
く

り
支
援
事
業
」、「
地
域
活
動
シ
ニ
ア
サ
ポ

ー
ト
モ
デ
ル
事
業
」
の
創
設
、「
小
野
長

寿
の
郷
構
想
」
の
実
現
、「
医
療
・
福
祉
・

健
康
」
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
拠

点
構
築
な
ど
、
更
な
る
発
展
に
向
け
た
基

盤
整
備
に
取
り
組
む
。
　
　
 

（
市
長
）

障
害
者
の
支
援
に
つ
い
て

 

質
問
　
障
害
の
種
類
や
程
度
、
世
代
等

に
応
じ
た
細
や
か
な
相
談
支
援
体
制
が
必

要
で
す
が
、
市
で
は
相
談
窓
口
が
よ
り
身

近
に
な
る
よ
う
に
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

 

答
弁
　
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神

障
害
、
発
達
障
害
、
難
病
患
者
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
分
類
や
障
害
の
程
度
も
様
々
で
年

齢
や
家
庭
環
境
に
よ
り
、
直
面
さ
れ
る
課

題
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
は
多
種
多
様

で
す
。

　
市
で
は
相
談
支
援
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
、
障
害
福
祉
窓
口
の
ほ
か
、
福

祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
資

格
を
持
つ
障
害
者
相
談
支
援
専
門
員
２
名

を
配
置
、
さ
ら
に
市
で
は
身
体
障
害
者
相

談
員
６
名
、
知
的
障
害
相
談
員
２
名
、
精

神
障
害
者
相
談
員
３
名
を
設
置
し
障
害
別

に
相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
市
当
局
）

 

質
問
　「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
よ
り

難
病
患
者
が
、
障
害
者
の
範
囲
に
加
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
難
病
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

 

答
弁
　
対
象
と
な
る
疾
病
が
１
３
０
か

ら
１
５
１
に
拡
大
、
そ
れ
に
伴
い
「
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」「
補
装
具
費
の
支
給
」「
地

域
生
活
支
援
事
業
」
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（

市
当
局
）

 

質
問
　
高
齢
化
へ
の
対
応
は

 

答
弁
　
小
野
市
全
体
の
高
齢
化
率
は
、

２
５
・
３
％
、
障
害
手
帳
所
持
者
全
体
で

は
５
６
・
５
％
で
年
々
進
行
を
し
て
い
ま

す
。

　
障
害
者
の
高
齢
化
に
伴
い
居
宅
介
護
や

生
活
介
護
、
視
覚
障
害
者
の
外
出
に
伴
う

同
行
援
護
な
ど
、
ま
た
補
装
具
費
の
支
給
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の
利
用
な
ど
も
増
え

る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑

み
公
的
支
援
等
の
あ
り
方
、
拡
充
や
変
更

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
当
局
）

小野市議会だより
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常任委員会審査報告
≪各常任委員会に付託された議案≫

常任委員会審査報告常任委員会審査報告常任委員会審査報告

◎総務文教常任委員会◎

　
　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと
決まりました。

議案第２２号
議案第２３号

平成２６年度小野市一般会計補正予算（第７号）
損害賠償額の決定及び民事調停の成立について

◎民生地域常任委員会◎

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと
決まりました。

議案第２２号 平成２６年度小野市一般会計補正予算（第７号）

3月24日開催

議案第１３号

議案第１４号
議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号
　　

　

３
月
定
例
会
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
、

常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ
れ
た
の
は
、

議
案
第
13
号
か
ら
議
案
第
20
号
、
議
案
第

22
号
及
び
議
案
第
23
号
の
10
議
案
で
、
３

月
12
日
及
び
３
月
24
日
に
総
務
文
教
及
び

民
生
地
域
の
各
常
任
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
た
議
案
及
び
審
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

3月12日開催

3月12日開催

◎総務文教常任委員会◎

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべ
きと決まりました。

小野市議会委員会条例及び小野市の組織及びその事務分掌に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
小野市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定について
委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて
小野市社会教育委員の定数及び任期に関
する条例を廃止する条例の制定について

3月24日開催

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

◎民生地域常任委員会◎

　審査の結果、反対討論はなく、全会一致で可決すべきと
決まりました。

小野市福祉医療費助成に関する条例の一部を
改正する条例の制定について
小野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例の制定について
小野市介護保険条例の一部を改正する条例の
制定について
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小野市議会だより



◎
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
２
台
増
車
に
あ
た
っ

て
は
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
意
見
を

最
大
限
反
映
す
る
な
ど
、
市
民
満
足
度

の
向
上
を
図
ら
れ
た
い
。

◎
ら
ん
ら
ん
バ
ス
の
総
合
時
刻
表
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
他
の
公
共
交
通
機
関
と

の
相
互
利
用
が
促
進
で
き
る
よ
う
、
利

用
す
る
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
も
の
と

な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の
権

限
と
な
る
産
業
廃
棄
物
と
、
市
の
権
限

で
あ
る
一
般
廃
棄
物
と
に
分
か
れ
る
が
、

市
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た
め

の
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

◎
保
育
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
婚
姻
歴

の
な
い
未
婚
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
寡
婦
（
夫
）

控
除
の
「
み
な
し
適
用
」
を
検
討
さ
れ

た
い
。

◎
妊
婦
健
康
診
査
費
の
一
部
助
成
に
つ
い

て
、
す
べ
て
の
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し
て

安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う
今
後
と
も
永

続
的
に
実
施
さ
れ
た
い
。

◎
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

計
画
調
査
に
際
し
、
児
童
館
チ
ャ
イ
コ

ム
の
魅
力
が
更
に
増
す
よ
う
な
取
組
も

検
討
さ
れ
た
い
。

◎
市
道
片
山
高
田
線
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た

通
学
路
の
区
間
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

整
備
地
域
と
協
働
し
て
早
期
完
成
に
努

力
さ
れ
た
い
。

◎
ゴ
ル
フ
場
利
用
促
進
事
業
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
課
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

市
の
観
光
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
よ

う
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
有
害
鳥

獣
並
び
に
特
定
外
来
生
物
の
捕
獲
に
関

す
る
猟
友
会
へ
の
委
託
、
狩
猟
免
許
取

得
時
の
補
助
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
駆
除
要
望
者
で
あ
る
地
元
自
治

会
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
や
助
言
を
行

い
、
円
滑
な
事
業
実
施
が
で
き
る
よ
う

努
め
ら
れ
た
い
。

◎
市
道
及
び
生
活
道
路
の
補
修
や
整
備
に

つ
い
て
は
、
市
民
要
望
が
一
番
多
い
事

柄
で
も
あ
り
、
安
全
で
安
心
し
た
暮
ら

し
の
実
現
に
向
け
、
十
分
な
予
算
を
確

保
さ
れ
た
い
。

◎
中
学
校
の
部
活
動
に
関
し
て
、
生
徒
の

送
迎
を
保
護
者
が
行
う
場
合
が
あ
る
が
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
な
方

策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

◎
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
中
心
に
あ
る
図
書

館
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
魅
力
の
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
創
意
工
夫
さ
れ
た
い
。

　平成２７年度の小野市予算が３月定例会に提出されました。これを受け議会は、全議員が委員となる

予算特別委員会を設置して、３月１６日、１７日、１９日の３日間、担当部局ごとに予算審査を実施しました。

新年度予算編成にあたって掲げられた「新たな価値観の創造へ～キーワードは『ハードからハート』」

にどう取り組むのか、そして厳しい財政状況が続いている中で市政をどのように運営するのかなど、

委員から多くの意見が出されました。

　予算特別委員会が各部局へ要望した意見は下記のとおりです。

議案第 １ 号

議案第 ２ 号

議案第 ３ 号

議案第 ４ 号

議案第 ５ 号

議案第 ６ 号

議案第 ７ 号

平成２７年度小野市一般会計予算

平成２７年度小野市国民健康保険特別会計予算

平成２７年度小野市介護保険特別会計予算

平成２７年度小野市後期高齢者医療特別会計予算

平成２７年度小野市都市開発事業会計予算

平成２７年度小野市水道事業会計予算

平成２７年度小野市下水道事業会計予算

市
民
安
全
部

総
合
政
策
部

市
民
福
祉
部

教
育
委
員
会

地
域
振
興
部

付
託
議
案
（
7
件
）

小野市議会だより
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平成27年度
予算重点項目

予算特別委員会予算特別委員会

収
入

市民クラブ

７名

改革クラブ

４名

公明党

２名

藤原　章

１名

支 給 額

研究研修費

視察調査費

資料作成費

資料購入費

広報広聴費

計

差　 引　 額�

1,680,000

17,480

1,178,782

44,317

1,240,579

439,421

960,000

17,480

805,462

46,401

869,343

90,657

480,000

136,460

32,400

168,860

311,140

240,000

　

31,648

172,793

204,441

35,559

※差引額がある会派（議員）は、その額を市に返還しています。�

会派に対する政務活動費一人あたり月2万円交付

支 
　

出
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　小野市議会では、毎年全国の議会から行政視察の受入れを行っています。

　平成 26 年度は、29 件の視察を受入れており、平成 18 年度以降では最高の件数となりました。

　視察内容別では、東北大学川島隆太教授の脳科学の知見に基づく『おの検定』や『16 か年教育』な

どの「教育施策」が 8 件と一番多く、次に「議会運営・議会改革等の取組」が 6 件、「いじめ等防止条

例」、「行政経営」、「空き家等の適正化に関する条例」がそれぞれ 4 件となっています。

滋 賀 県 長 浜 市
滋 賀 県 米 原 市

茨城県
　　常陸太田市

介護予防サポーター事業・
おの健康貯筋通帳について

総務市民文教常任委員
会

視察日 自治体名 委員会名等 視察内容

４月２４日（木）

５月１３日（火）

　
５月１４日（水）

５月１５日（木）

５月２１日（水）

７月３日（木）

７月１７日（木）

７月２４日（木）

８月８日（金）
８月１８日（月）

８月２０日（水）

８月２０日（水）
１０月９日（木）
１０月１０日（金）
１０月２３日（木）

１０月２９日（水）

１１月７日（金）

１１月１２日（水）
１１月１３日（木）

１１月１８日（火）

１１月１９日（水）

１月１４日（水）
１月２０日（火）
１月２１日（水）

１月２２日（木）

１月２８日（水）

１月２９日（木）

２月４日（水）

２月６日（金）

１

２

　
３

４

５

６

７

８

９
１０

１１

１２
１３
１４
１５

１６

１７

１８
１９

２０

２１

２２
２３
２４

２５

２６

２７

２８

２９

埼 玉 県 東 松 山 市

　
京 都 府 舞 鶴 市

埼 玉 県 朝 霞 市

大 分 県 別 府 市

福 岡 県 筑 紫 野 市

北 海 道 帯 広 市

埼 玉 県 飯 能 市

福 岡 県 行 橋 市
佐 賀 県 神 埼 市

福 井 県 若 狭 町

岩 手 県 遠 野 市
岐 阜 県 羽 島 市
奈 良 県 桜 井 市
愛 知 県 東 海 市

神 奈 川 県 座 間 市

愛 知 県 半 田 市

長 崎 県 長 崎 市
千 葉 県 旭 市

　

秋 田 県 能 代 市

鹿 児 島 県 指 宿 市
北 海 道 紋 別 市
兵 庫 県 川 西 市

神 奈 川 県 藤 沢 市

岩 手 県 花 巻 市

兵 庫 県 加 東 市

山 口 県 光 市

沖 縄 県 宜 野 湾 市
沖 縄 県 石 垣 市

厚生文教常任委員会

　
総務文教委員会

総務常任委員会

厚生環境教育委員会

文教福祉常任委員会

建設常任委員会

議会運営委員会

議員４名
議会運営委員会

　

教育民生常任委員会
民生文教常任委員会
産業建設常任委員会
文教厚生委員会

議員７名

　

議員２名
議会運営委員会

総務委員会

総務企画委員会

文教厚生委員会
議会運営委員会
議員３名

厚生環境常任委員会

議会運営委員会

両市議会連絡協議会

議員４名

小野市の教育施策について

　

行政経営について

　

　　

空き家に関する取組みについて

 

行政経営について
議会活性化の取組みについて

広域避難受け入れ先調査

おの検定と１６か年教育について
いじめ等防止条例について
空き家等の適正管理に関する条例について
おの検定と１６か年教育について

生 活 支 援サポーターの活 動 状 況 等について

人生手帳について
議会運営及び議会改革の取組について

行政経営について

行政経営について

おの検定と１６か年教育について
議会改革について
新たな教育施策について

議会運営と議会活性化の取組について

空き家 等の適 正 管 理に関する条 例について

政務活動費について

空き家 等の適 正 管 理に関する条 例について

議員２名
議員１名

おの検定・１６か年教育・不登校対策
ICT 教育について
いじめ等防止条例・いじめ対応マニュアルについて
おの検定（脳科学を取り入れた施策）
小中連携教育の取組みについて

議会運営（議会ライブ中継、委員会制度等）につ
いて

福祉給付制度適正化条例について
いじめ等防止条例について
不登校ゼロ運動について
適応教室『みらい』について

福祉給付制度適正化条例について
いじめ等防止条例について

地域包括ケアシステム調
査特別委員会

総務産業建設常任委員
会

小野市議会だより
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小野市の教育施策について
おの検定・１６か年教育・不登校対策等

議会運営・議会改革等について

いじめ等防止条例について

行政経営について

空き家等の適正管理に関する条例について

介護予防等の取組について

福祉給付制度適正化条例について

広域避難受入れ先調査

１

２

　

３

４

５

６

８

６

４

４

４

３

２

１

順位

※１回の視察で複数の内容を視察される場合があります。

視 察 内 容 件数

埼玉県東松山市

岐阜県羽島市

北海道絞別市

秋田県能代市

滋賀県長浜市・米原市

小野市の教育
施策について
8件

議会運営・
議会改革等に
ついて 6件

いじめ等防止条例に
ついて 4件

行政経営に
ついて 4件

空き家等の
適正管理に
関する条例に
ついて 4件

介護予防等の
取組について

 3件

福祉給付制度
適正化条例に
ついて 2件

広域避難受入れ先調査 1件

15
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【2月】
２日
３日
４日
〃

６日
８日
９日
１０日
１２日

１２日～１３日
１３日
１６日
１８日

 〃
１９日

 〃
〃

２０日
２２日
２３日

 〃
２４日
２６日
２７日

【3月】
８日
９日

１０日
１１日

〃
１２日

〃
１６日
１７日
１８日
１９日

〃
２０日

〃
〃

２３日
〃

２４日
２６日

〃
〃

【4月】
７日
〃

８日
１０日
１２日
１４日
１５日
１６日

〃
１７日
２１日
３０日

◎議会の動き◎◎議会の動き◎◎議会の動き◎
　6月定例会は、次の日
程で開催いたしますので、
ぜひこの機会に、議会の
傍聴にお越しください。

　定例会の第2日（22日）、第3日（23日）は、
議員の一般質問が行われます。
　一般質問では、市長から提出された議案や、
市政全般について議員が質問し、市長や部長等
が答弁します。なお、一般質問の内容は、質問
が行われる日までに市議会ホームページで公開
します。
　傍聴の手続きは、本会議の当日に本庁舎5階
の受付で傍聴者名簿に記入するだけです。なお、
傍聴席は34席で、先着順となります。傍聴席
が満席の場合は、第2委員会室（傍聴者休憩室）
でテレビでの傍聴（ライブ中継）となります。

　一般質問が行われる6月22日（月）、23日（火）
の午前中は、「託児コーナー」を開設します。
就学前のお子さまをお持ちの保護者のみなさま
も議会を傍聴していただくことができます。ご希
望の方は、6月12日（金）までに議会事務局
にお申し込みください。

　一般質問が行われる2日間は、傍聴の方が休
憩していただけるように議場の隣に傍聴者休憩
室を開設します。セルフサービスのお茶も用意
していますので、お気軽にご利用ください。

≪市議会ＬＩＶＥ中継実施中≫　
　議会の本会議（定例会・臨時会）が行われ
ているときは、インターネットで生放送がご覧い
ただけます。また、過去に行われた本会議の録
画も同様です。いずれも小野市議会ホームペー
ジからご覧ください。

6月１日
6月22日

6月23日

6月29日

（月）
（月）

（火）

（月）

午前10時～
午前10時～

午前10時～

午後1時30分～

本会議（第1日）
本会議（第2日）
※一般質問実施
本会議（第3日）
※一般質問実施
本会議（第4日）

6
月
定
例
会
日
程

ＬＩＶＥ市議会中継  小野市議会 検索

　�
市長当選証書付与式�   
全国市議会議長会基地協議会（東京）      
兵庫県加東市行政視察（来市）      
北播磨総合医療センター企業団議会�   
山口県光市行政視察（来市）     
PTCA活動支援事業実践発表会�   
議員協議会�   
地方行政課題研究会�   
兵庫県市議会議長会総会（神戸市）    
　　　改革クラブ行政視察（長崎市・大村市）     
おだの里開所式�   
小野加東広域事務組合議会�   
北播衛生事務組合議会（加東市）  
播磨内陸医務事業組合議会（加東市）�   
議会運営委員会�   
市議会報編集委員会�   
北播磨こども発達支援センター事務組合議会（加東市）    
北播磨総合医療センター企業団議会�   
スポーツ賞表彰式�   
退職手当組合定例会�   
都市計画審議会�   
小野加東加西環境施設事務組合議会�   
３月定例会（第１日）�   
北播政経懇話会（西脇市）   
　

おの陣屋大茶会�   
播磨看護専門学校卒業式（加東市）�   
中学校卒業式�   
３月定例会（第２日）     
議会運営委員会�   
３月定例会（第３日）      
総務文教・民生地域常任委員会�   
予算特別委員会（第1日）�   
予算特別委員会（第２日）�   
特別支援学校卒業式�   
予算特別委員会（第３日）�   
姉妹都市親善訪問使節団派遣壮行会�   
小学校卒業式�   
北播政経懇話会�   
小野市環境審議会�   
小野商工会議所通常議員総会�   
永寿企業並びに優良従業員表彰式�   
総務文教・民生地域常任委員会�   
議会運営委員会�   
３月定例会（第４日）   
議員協議会

�
特別支援学校入学式�   
中学校入学式�   
小学校入学式�   
幼稚園入園式�   
小野市消防大会�   
近畿市議会議長会定期総会（大阪府吹田市）      
小野市老人クラブ連合会総会�   
東播・淡路市議会議長会定例会（南あわじ市）�   
姉妹都市親善訪問使節団派遣報告会�   
市議会報編集委員会�   
小野匠工業会総会�   
連合区長会総会

小野市議会だより

16


